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上郡の自然の中で
のびのびと大きくなってね

お父さん（眞嶋 正親さん）から一言

わんぱくわんぱく

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

おなまえ莉那ちゃん（７ヵ月）
り な

宇治山

５
月
に
な
り
、
暖
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
町
内
の
木
々
も
緑
一
色
と
気
持

ち
の
良
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
こ
ん
な
日
は
、「
山
へ
ハ
イ
キ
ン

グ
！
」「
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
！
」な
ど
自

然
を
体
全
体
で
感
じ
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

５
月
と
い
え
ば
、大
型
連
休
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
！
皆
さ
ん
は
、こ
の
休

日
を
い
か
が
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し
た

か
？
町
内
で
は
、
西
播
磨
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
祭
や
大
鳥
圭
介
没
後
1
0
0
年
記

念
講
演
会
＆
ア
ニ
メ「
け
い
す
け
じ
ゃ
」

完
成
披
露
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、会
場
も
活
気
づ
い
て

い
ま
し
た
。
本
紙
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
新
た
な
発
見

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

Ⓣ

8,260人男性 8,817人女性

●世帯数 6,532世帯（+14）
●人口 17,077人（－27）

4月末現在 （　）内は前月比・4月届出分
人口のうごき

出生
死亡

5人
21人

転入
転出

53人
48人

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

初夏のおとずれを感じてみませんか？初夏のおとずれを感じてみませんか？
横山先生によるホタルに関する講座もあります!横山先生によるホタルに関する講座もあります!

日　　時 6月11日（土）
 集合時間17時30分
 出　　発18時30分

日　　時 6月11日（土）
 集合時間17時30分
 出　　発18時30分

募集期間 5月23日（月）～6月3日（金）募集期間 5月23日（月）～6月3日（金）
準 備 物 懐中電灯、歩きやすい服装、運動靴準 備 物 懐中電灯、歩きやすい服装、運動靴

参 加 料 一人300円（イベント保険など）
 ※ただし、小学生以下は無料
参 加 料 一人300円（イベント保険など）
 ※ただし、小学生以下は無料

コ ー ス
片道3ｋｍ（往復6ｋｍ）
旧船坂小学校➡栗原浄化センター➡
下栗原公民館➡落地梨ヶ原浄化センター➡
下栗原公民館➡栗原浄化センター➡
旧船坂小学校

コ ー ス
片道3ｋｍ（往復6ｋｍ）
旧船坂小学校➡栗原浄化センター➡
下栗原公民館➡落地梨ヶ原浄化センター➡
下栗原公民館➡栗原浄化センター➡
旧船坂小学校

ホタルウォークホタルウォークホタルウォーク
幻想的な光に誘われて…幻想的な光に誘われて…

　　上郡町観光協会（役場産業振興課内）　52-1116

1人転出取消

2011
May5No.498
2011
May5No.498

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

花
の
回
廊
を
歩
く

主な内容
P2

人とまちを幸せにする
地域公共交通を目指して
P4

P8
平成22年度単位自治会人権学習の報告

円心くんのまちの話題
（表紙関連記事：チューリップが鮮やかに咲き誇る）

オススメ!!
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本
町
で
は
、
公
共
交
通
の
整
備
に
よ
っ

て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
に
乗
れ
な
い
交

通
弱
者
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協

働
し
て
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
推
進
し
、

持
続
的
な
公
共
交
通
を
創
り
守
る
こ
と
を
通

じ
て
自
家
用
車
に
頼
り
す
ぎ
な
い
交
通
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

事
前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

一
般
の
タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
い
、
決
め

ら
れ
た
範
囲
と
時
間
の
中
で
、
予
約
の
あ
っ

た
便
だ
け
運
行
す
る
乗
り
合
い
型
の
移
動

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
向
け
て
運
行
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」は
事

前
に
予
約
し
て
お
く
と
、
乗
り
合
い
形
式
で

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
移
動
で
き
る
新
た
な

公
共
交
通
で
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
町
中
心
部
で
は
決

め
ら
れ
た
停
留
所
で
乗
降
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
地
域
内
で
は
自
宅
も
含
め
た

自
由
な
場
所
で
乗
降
で
き
ま
す
。

運
行
は
、
利
用
者
が
乗
車
し
た
い
運
行

便
を
事
前
に
予
約
し
、
予
約
が
な
い
場
合

今
月
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、「
創
ろ
う
！
守
ろ
う
！
育
て
よ
う
！
み

ん
な
の
公
共
交
通
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
自
家
用

車
に
頼
り
す
ぎ
な
い
５
年
後
、
10
年
後
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
な
ど
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
現
状
は
、
公
共
交
通
空
白
地
区
の
拡
大
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
自
動
車
を
利
用
で
き
な
い
方
が
増
加
し
、
買
物
や
通
院
な
ど
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
に
必
要
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
、
公
共
交
通
対
策
協
議
会
を
組
織
し
、
地
区
懇
談
会
で
意
見
な

ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
の
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
タ
ク
シ
ー
や
小
型
バ

ス（
ワ
ゴ
ン
車
）を
活
用
し
た
新
た
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、

住
民
に
提
供
す
る
と
い
う
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
詳
細
な
計
画

内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
新
し
い
地
域
交
通
の
運
行
実
験
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
運
行
実
験
に
お
い
て
は
利
用
状
況
な
ど
に
よ
り
、
経
済

性
や
継
続
性
を
検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
公
共
交
通

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

は
運
行
し
ま
せ
ん
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法

1
自
宅
な
ど
か
ら
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
予
約
を
入
れ
る
。

2
予
約
セ
ン
タ
ー
は
、
予
約
の
あ
っ
た
運
行

時
刻
に
、
指
定
さ
れ
た
場
所
、
ま
た
は
停

留
所
へ
タ
ク
シ
ー
の
配
車
を
指
示
す
る
。

3
予
約
時
刻
に
指
定
さ
れ
た
場
所
、
ま
た

は
停
留
所
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
す

る
。（
運
行
便
に
は
他
の
予
約
者
と
４
人

ま
で
乗
合
い
す
る
た
め
、
他
の
停
留
所

な
ど
を
経
由
す
る
）

4
目
的
地
に
到
着
後
、
運
賃
を
支
払
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ワ
ゴ
ン
車
）の
導
入

ワ
ゴ
ン
車
を
活
用
し
、
公
共
交
通
空
白

地
域
の
住
民
の
利
便
性
向
上
や
生
活
に
お

け
る
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
わ
か
り

や
す
い
運
賃
体
系
の
導
入
や
、
民
間
バ
ス

路
線
が
運
行
し
て
い
な
い
幹
線
道
路
以
外

の
道
路
も
で
き
る
だ
け
細
か
く
運
行
し
、

駅
や
公
共
施
設
な
ど
へ
の
ル
ー
ト
設
定
を

検
討
中
で
す
。

シリーズ
創ろう！守ろう！育てよう！
み ん な の 公 共 交 通 ①

人
と
ま
ち
を

幸
せ
に
す
る

地
域
公
共
交
通
を

目
指
し
て

＊
地
域
の
特
性
に
見
合
っ
た

　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を

＊
事
前
予
約
型

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

上
郡
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
概
要

問役場企画財政課 企画政策係
　 52-1112

02May 2011



山陽
本線

智
頭
急
行

楠ルート
岩木ルート
船坂ルート

梨ヶ原ルート
中心部

乗合タクシー運行区域

乗合
タクシー 事前予約型乗合タクシー

運行区域図
事前予約型乗合タクシー

運行区域図
事前予約型乗合タクシー

運行区域図
事前予約型乗合タクシー

運行区域図

中心部

梨ヶ原

船坂

岩木 楠

楠

赤松

柏野
苔縄

大枝

旭日

岩木

船坂

行頭 八保
大酒

平野

栗原

落地

梨ヶ原

上郡駅

まちづくりの方向性

安心して暮らし続けることが
できるまちづくり
・ 安心して外出できる交通環境の整備

自動車に頼らなくてもよい
まちづくり
・ 交通弱者が必要な生活をできるような
 まちづくり

にぎわいのあるまちづくり
・ 商店街の活性化を含めたまちづくり
・ 地域・住民ニーズに配慮したサービスの提供

財政的に健全なまちづくり
・上郡駅の利用促進につなげる
・町財政負担を考慮したサービスの提供

タクシーやバスを活用

第36回連合自治会定期総会を開催

明るく住みよい心豊かな
地域づくりをめざし

４月23日（土）、役場大会議室で町連合自治会
定期総会が開催され、各地区から新自治会長参集
のもと、今年度の自治会活動がスタートしました。

総会では、平成23年度の事業計画などが協議
されました。また、永年自治会長としてご尽力い
ただき、このたび退任された連合自治会役員並
びに自治会長に、山本暁町長と、三浦剛介連合
自治会長から感謝状が贈られました。　

町長感謝状（敬称略）
▶岡部𠀋一（高田台地区）▶小林勝（高田台地区）
▶大谷明良（鞍居地区）▶浦川靖博（休治）

会長感謝状（敬称略）
▶岡部𠀋一（高田台地区）▶小林勝（高田台地区）
▶小林良弘（隈見町）▶森田定之（中野）▶浦川靖
博（休治）▶中野明（小野豆）▶大谷明良（鞍居地
区）▶前田芳則（稗田）▶池本秀實（本金出地）▶
宗政茂文（大杉野）▶清水宣善（倉尾）▶久保好則

（細野）▶星野耕一（別名）

平成 23 年度 上郡町連合自治会役員

感謝状を山本町長から贈られる岡部前高田台地区連合自治会長

職　名 氏　　名 出 身 地 区 役 職 名
会　　長 三浦　剛介 船坂地区連合自治会会長

副 会 長
山本　　剛 上郡地区連合自治会会長
保村　賢一 山野里地区連合自治会会長

会　　計 大本　篤麿 高田地区連合自治会会長

会計監査
島津　康久 鞍居地区連合自治会会長
山本　忠孝 赤松地区連合自治会会長

理　　事

山本　幹男 上郡地区連合自治会副会長
眞野　行央

山野里地区連合自治会副会長
深澤　仁貴
坂本　雅弘 高田地区連合自治会副会長
堀　　英明 高田台地区連合自治会会長
尾崎　孝久 高田台地区連合自治会副会長
河井　正人 鞍居地区連合自治会副会長
小林登喜夫 赤松地区連合自治会副会長
出口　良一

船坂地区連合自治会副会長
佐古田芳之

May 201103



上郡町では、人権文化豊かなまちづくりを進めるため、毎年、単位自治会による人権学習を推進しています。
このたび、平成22年度に各自治会が行った学習記録を取りまとめましたので、その実施状況を報告します。

単位自治会
人権学習の報告

平成22年度

大変よかった
16%

よかった
69%

どちら
でもない
　　 9%

あまり
よくない
1%

無回答
5%

0 20

42.0

40 60 80 100
（%）

39.9

36.1

64.3

67.4

48.8

96.8

94.1

上　郡

山野里

高　田

鞍　居

赤　松

船　坂

梨ヶ原

合　計

① 

推
進
体
制
・
実
施
状
況

自
治
会
の
人
権
学
習
会
は
、
各
地
区
公

民
館
の
担
当
地
区
ご
と
に
推
進
組
織
を
設
け
、

地
区
に
割
り
当
て
た
期
間
内
で
順
次
実
施
し

ま
し
た
。
各
地
区
で
指
導
班
を
編
成
す
る
ほ

か
、
自
治
会
の
学
習
班
に
そ
れ
ぞ
れ
推
進
員

を
配
置
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
は
、
７
地
区（
1
0
8
自
治
会
）、2
8
4

の
学
習
班
で
実
施
さ
れ
、
参
加
率
は
３
月
末

の
戸
数
に
対
し
約
49
％
と
、
前
年
度
か
ら
約

３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
※〔
表
１
〕

学
習
会
へ
の
参
加
が
困
難
な
高
齢
者
の

世
帯
が
年
々
増
え
て
い
る
一
方
、P
T
A

や
子
ど
も
会
な
ど
も
協
力
し
て
子
ど
も
た

ち
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
地
域

の
祭
り
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
交
流
を
深

め
た
り
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
工
夫
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

② 

学
習
テ
ー
マ
と
学
習
教
材

お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
付
き
合
え
る
人

間
関
係
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
基
本

と
と
ら
え
、
学
習
全
体
の
共
通
テ
ー
マ
を

『
つ
な
が
る
』と
し
ま
し
た
。
参
加
者
同
士

の
普
段
着
の
対
話（
お
し
ゃ
べ
り
）で
相
互

に
学
び
あ
う
手
法
も
新
た
に
加
え
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
取
り
組
み
や
す
い

手
法
と
教
材
を
用
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
学
習
教
材

ビ
デ
オ

・『
あ
の
空
の
向
こ
う
に
』

学
習
シ
ー
ト

・
エ
ピ
ソ
ー
ド「
つ
な
が
る
」

・
イ
ラ
ス
ト「
つ
な
が
る
」

・
あ
の
空
の
向
こ
う
に

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
川
柳

・
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

 

学
習
会
は
ど
う
で
し
た
か
？

学
習
会
の
印
象
で「
よ
か
っ
た
」と
回
答

し
た
学
習
班
が
最
も
多
く
、
約
69
％
で
し

た
。
次
い
で「
大
変
よ
か
っ
た
」が
約
16
％
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」が
約
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
※〔
表
２
〕

 
活
用
し
た
教
材
は
？

一
部
、
無
記
入
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
学
習
班
が
ビ
デ
オ
を
教
材
に

し
た
と
思
わ
れ
、
合
わ
せ
て
ビ
デ
オ
用
の

学
習
シ
ー
ト「
あ
の
空
の
向
こ
う
に
」を
活

用
し
た
班
は
約
45
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
た

学
習
記
録

『
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
』

集
約
結
果

取
り
組
み
概
要

◀〔
表
２
〕	

学
習
会
は
ど
う
で
し
た
か
？

◀〔
表
１
〕	地
区
別
人
権
学
習
実
施
状
況
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全体会方式
49%

分散会方式
20%

対話・雑談
方式
18%

その他
7%

無回答
6%

だ
、
こ
の
ビ
デ
オ
で
は
度
々
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
タ
イ
・
メ
ー
ル
な
ど
が
登

場
し
、
普
段
そ
れ
ら
を
使
わ
な
い
人
に

と
っ
て
は
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
学
習
シ
ー
ト
で
は
活
用
率

は
低
く
、
約
３
～
９
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

 

ど
ん
な
形
で
進
め
ま
し
た
か
？

学
習
方
式
と
し
て
、
全
員
で
意
見
を

出
し
合
う『
全
体
会
方
式
』が
約
５
割
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
う『
分
散
会
方

式
』は
約
２
割
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら

新
た
に
加
え
た
方
式
と
し
て
、
少
人
数
で

対
話（
お
し
ゃ
べ
り
）を
す
る『
雑
談
方
式
』

の
割
合
も
２
割
程
度
あ
り
、
こ
の
方
式
を

試
み
た
学
習
班
の
多
く
は「
参
加
が
し
や
す

い
」「
意
見
が
よ
く
出
た
」な
ど
、
お
お
む

ね
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
そ

の
他
の
中
に
は
、
参
加
体
験
型
学
習
や
グ

ル
ー
プ
の
話
し
合
い
を
雑
談
方
式
で
行
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
※〔
表
３
〕

 

学
習
会
を
充
実
さ
せ
る
方
法
は
？

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
で
、
多

か
っ
た
も
の
を
要
約
す
る
と
お
お
む
ね
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
手
法
に
関
す
る
意
見　
55
件

◦
対
話
形
式
な
ど
、
少
人
数
に
よ
る
自
由

な
話
し
合
い
を
進
め
て
よ
り
多
く
の
意

見
が
聞
け
る
よ
う
に
す
る
。

◦
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
気
楽
に
意
見
を

交
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◦
交
流
、
親し
ん
ぼ
く睦
が
図
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
組

み
合
わ
せ
る
な
ど
、
楽
し
み
も
取
り
入

れ
な
が
ら
学
習
に
変
化
を
持
た
せ
る
。

◦
発
言
を
無
理
強
い
す
る
こ
と
な
く
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
ビ
デ
オ
を
見
て

も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

◦「
参
加
型
学
習
」を
進
め
、
誰
も
が
気
楽

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
習
環
境
に
関
す
る
意
見　
78
件

◦
子
ど
も
も
含
め
、
幅
広
い
年
代
で
話
し

合
え
れ
ば
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。

◦
み
ん
な
が
集
ま
る
機
会
を
多
く
設
け
、
ふ

れ
あ
い
の
な
か
で
互
い
を
理
解
す
る
。

◦
事
前
に
ビ
デ
オ
概
要
な
ど
の
資
料
を
回

覧
し
、
興
味
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、

気
楽
に
話
せ
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
。

◦
指
導
者
や
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
。
時
に
は

外
部
か
ら
有
識
者
を
招
い
て
話
し
合
う
。

◦
各
地
区
に
学
習
期
間
を
割
り
当
て
ず
に

い
つ
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

テ
ー
マ
・
教
材
に
関
す
る
意
見　
38
件

◦
気
楽
に
楽
し
く
参
加
で
き
、
意
見
交
換

し
や
す
い
テ
ー
マ
や
教
材
を
考
え
る
。

◦
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
は

高
齢
者
に
は
難
し
か
っ
た
の
で
、
年
代

に
応
じ
た
内
容
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

◦
自
治
会
に
直
接
関
係
す
る
題
材
な
ど
、
身

近
で
関
心
が
高
い
共
通
テ
ー
マ
が
よ
い
。

◦
ビ
デ
オ
の
時
間
が
長
す
ぎ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
短
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

◦
資
料
と
し
て「
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
」を

活
用（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）す
る
。

継
続
に
関
す
る
意
見　
24
件

◦
現
状
の
や
り
方
で
よ
い
。
学
習
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
。

◦	

今
回
の
雑
談
方
式
で
よ
い
。
内
容
が
具

体
的
で
理
解
し
や
す
い
。

 

関
心
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
？

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
で
、
人
権
的

な
視
点
か
ら
関
心
が
高
い
も
の
を
記
入
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
の
が「
児
童
虐
待
」と
い
う
回
答
で
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
自

殺
、
傷
害
・
殺
害
と
い
っ
た「
命
」に
関
す

る
問
題
の
ほ
か
、
介
護
や
孤
独
死
を
は
じ

め
と
す
る
高
齢
者
の
問
題
な
ど
の
回
答
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

熱心に人権学習を行う参加者の皆さん

◀〔
表
３
〕	

ど
ん
な
形
で
進
め
ま
し
た
か
？

問 

上
郡
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

�
 

５
２・２
９
１
２
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OSHIRASE

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょうしつ

室「話
わっ

書
しょ

居
い

茶
ぢゃ

屋
や

」
生徒・ボランティア募集！

現在日本語教室には、中国・フィリピン・ベトナムなど、様々な国の
方が参加されています。いっしょに日本語を勉強しませんか。

教室では、一緒に日本語を指導していただけるボランティア講師を募集しています。資格は特に
いりません。テキストを使った文法学習やマン・ツー・マンによる会話演習を手伝っていただきま
す。また、身近に外国出身の方がいらっしゃる方は、ぜひ日本語教室「話書居茶屋」を案内してくだ
さい。

と　き(Date)	 ：毎週火曜日19時〜20時30分　Every Tuesday from 19:00 to 20:30
ところ(Place)	 ：つばき会館２階　Kamigori Tsubaki Hall ２F
受講料(Class Fee)	：無料　Free
連絡先(Contact)	 ：上郡町教育委員会 社会教育課　Kamigori Board of Education
	 　 52-2912　 52-5523

We have a voluntary class of Japanese lesson for foreign people in Kamigori. Let’s make friends, 
study Japanese and enjoy talking together! You can come and join us anytime.

外国出身の方へ
For Foreign

People

人
権
啓
発
ビ
デ
オ『
ク
リ
ー
ム
パ
ン
』の
紹
介

今
年
度
の
自
治
会
人
権
学
習
の
ビ
デ
オ

『
ク
リ
ー
ム
パ
ン
』を
紹
介
し
ま
す
。

近
年
、
児
童
虐
待
や
若
者
の
自
殺
が
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
関
す
る
事
件
を
通
し
て
、
人
に
生
か
さ

れ
、
つ
な
が
る「
い
の
ち
」を
描
い
て
い
ま

す
。
人
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
救
わ
れ

る
命
が
あ
る
こ
と
や
、
社
会
か
ら
孤
立
し

て
い
る
人
々
へ
の
理
解
を
深
め
、「
い
の
ち
」

の
尊
さ
を
考
え
て
い
く
作
品
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
研

修
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
人

権
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
、
成
年
、
事
業
所
向
け
な

ど
、
対
象
や
目
的
に
合
わ
せ
て
研
修
が
行

え
る
よ
う
に
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
ビ
デ

オ
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

各
種
団
体
が
学
習
さ
れ
る
際
、
人
権
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
進
行
役
と
し
て
派
遣
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
要
望
が
あ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 上郡町教育委員会 社会教育課
　 52-2912

クリームパン
企画：兵庫県・(財)兵庫県人権啓発協会
DVD：36分

辻本祐樹 東てる美
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OSHIRASE

平
成
23
年
度
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
健
康
保
険
の

加
入
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
５
月
上
旬
に
平
成
22
年
度

福
祉
医
療
制
度
に
該
当
さ
れ
て
い
る
方

へ
、
保
険
加
入
確
認
回
答
書
を
送
付
し

て
い
ま
す（
上
郡
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
）の
で
、
変

更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
５
月
27
日（
金
）ま
で

に
、
役
場
保
険
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
の
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
）

回
答
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

回
答
書
を
提
出
し
て
も
、
所
得
の
内
容

な
ど
で
平
成
23
年
度
非
該
当
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
に
該
当
す
る
方

は
、「
養
育
費
等
の
状
況
報
告
書
」も
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
役
場
保
険
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
物
資
の
搬

送
状
況
や
職
員
の
派
遣
状
況
な
ど
、
上
郡

町
の
支
援
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

毛
布
・
肌
布
団
な
ど
2
5
0
枚

衣
類
２
，5
0
0
枚

タ
オ
ル
２
，1
0
0
枚

紙
お
む
つ
1
，8
0
0
枚

バ
ケ
ツ
5
5
0
個

そ
の
他
生
活
物
資
な
ど

集
ま
っ
た
物
資
の
搬
送

第
１
便 

３
月
24
日

防
寒
着
1
1
1
着
を
三
木
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
職
員
１
名
で
搬
送
。（
兵
庫
県
を
通

し
て
宮
城
県
へ
）

第
２
便 

４
月
７
日
〜
４
月
９
日

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
洗
剤
、
下
着
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
尿
と
り
マ
ッ
ト
、

水
、
缶
詰
な
ど
計
85
箱
を
宮
城
県
東
松
島

市
、
気
仙
沼
市
へ
職
員
３
名
で
搬
送
。

第
３
便 

４
月
27
日

米
2
4
0
kg
、
靴
50
足
を
南
三
陸
町
へ
郵

送
。

※
そ
の
他
の
物
資
も
、
現
地
の
状
況
に
応

※
高
齢
重
度
障
害
者
医
療
に
該
当
す
る

方
は
、
町
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
回

答
書
は
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

震
災
へ
の
支
援

― 
上
郡
町
の
取
り
組
み 

―

問

 

役
場
保
険
課 

国
保
年
金
係

�
 

５
２・１
１
５
２

姫
路
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

出
張
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。
普

段
、
年
金
の
こ
と
で
疑
問
を
お
持

ち
の
方
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時	

６
月
16
日（
木
） 

	

10
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所 

役
場
第
２
庁
舎
２
階
大
会
議
室

※
年
金
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で

す
の
で
役
場
保
険
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
開
催

じ
て
搬
送
す
る
予
定
で
す
。

職
員
派
遣
状
況

■ 

市
町
事
務
全
般
支
援
18
名

	
 （

９
班
編
成
で
各
２
名
ず
つ
）

�

４
月
８
日
～
６
月
12
日

関
西
広
域
連
合
兵
庫
県
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
へ
派
遣
。

■ 

保
健
衛
生
対
策
支
援（
保
健
師
）１
名

�

４
月
29
日
～
５
月
６
日

兵
庫
県
か
ら
の
要
請
で
仙
台
市
へ
派
遣
。

■ 

給
水
支
援
２
名

�

５
月
４
日
～
５
月
11
日

日
本
水
道
協
会
兵
庫
県
支
部
の
一
員
と

し
て
岩
手
県
へ
派
遣
。

問 

役
場
総
務
課 

総
務
防
災
係

�
 

５
２・１
１
１
１ 出発式で、現地での復興支援を誓う職員（４/８）
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まちの話題
円心くんの

まちの話題
円心くんの

❷❶
❶校長先生から教科書を手渡される入学生（鞍小）
❷希望に胸をふくらませ教室に向かう入学生（赤小）元気いっぱい民謡を披露する児童たち（船坂民謡愛好会）

４月６日（水）、上郡町内の各小学校で入学式が
行われました。
きらきらと目を輝かせた新入生は、名前を呼ば
れると「はい！」と元気よく大きな返事をし、新し
い生活をスタートさせました。
鞍居小学校と赤松小学校は、来年３月に上郡小
学校と統合するため、最後の入学生（鞍小11名、
赤小16名）を迎えました。

春の暖かな陽気の中、社会福祉法人愛心園で
「第28回いいざか祭」が４月17日（日）に行われまし
た。会場では、ボランティアの皆さんによる模擬
店やバザーなどが出店され、多くの来場者でにぎ
わいました。また、場内の特設ステージでは、各
種団体が傘踊りや民謡などを披露し、観客をわか
せていました。愛心園入所者の方とボランティア
の皆さん、来場者が「いいざか祭」を通してふれあ
い、笑顔で交流を深めていました。

写真を撮影したり、園内をぐるりと歩いてみたりと思い
思いの方法でチューリップを鑑賞する来場者（４/16）ステージ上で、南京玉すだれを披露する団体

４月13日（水）から４月27日（水）にかけて、播磨
科学公園都市内にある「光都チューリップ園」が見ご
ろを迎えました。約３万５千本のチューリップが、
赤・白・黄・ピンクと色とりどりの花を咲かせ、春
の訪れを告げました。そんな、色鮮やかなチュー
リップを目当てに合計で約２万人が来場し、園内は
にぎわいをみせました。
来場者は、「チューリップを見ると元気になりま
す！特に今年は、赤色がきれいに咲いていますね」と
笑顔で話していました。

４月29日（金）、播磨科学公園都市の光都プラザ芝生
広場で西播磨フロンティア祭2011が開催されました。
会場には、西播磨のご当地グルメや特産品、各市町の
「ゆるキャラ」などが勢揃いし、目と舌で来場者を楽し
ませました。
また、同会場では、今年で10回目を迎える「出る杭

大会」が行われ、約40団体が参加し、和やかに日ごろ
の活動を披露しました。町内からも６つの団体が出場
し、参加者らは「これからも私たちの活動をアピールし
て、上郡町を盛り上げたい」と熱心に話していました。

町 内の小学校で入学式が行われました
新たな門出を祝福第 28回いいざか祭

笑顔の花がさいた

チ ューリップが鮮やかに咲き誇る
どの花見てもきれいだな♪西 播磨フロンティア祭

春の行楽を楽しむ
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まちの話題
円心くんの

まちの話題
円心くんの

(伝)西野山３号墳出土 ガラス製勾玉･ヒスイ製勾玉･
碧玉製管玉･ガラス製小玉　全51点西野山１号墳出土　倣

ぼう

製
せい

鳥
ちょう

頭
とう

四
し

獣
じゅう

鏡
きょう

１面　附
つけたり

　石枕１点

人権擁護委員の寺尾さん（左）・岡村さん（中）、
行政相談委員の山本さん（右）監査委員に就任された松岡さん（左）、公平委員に就任された本田さん（右）

４月１日付で、人権擁護委員に寺尾孝幸さんと
岡村勢津子さんが法務大臣から委嘱されました。
人権擁護委員とは、人権侵害による被害者の救済
や町民の人権を擁護していくために委嘱された
方々です。また、行政相談委員には山本祥司さん
が総務大臣から委嘱を受け、町民の行政に対する
相談に対して、アドバイスなどを行います。定期
的に役場での人権・行政相談会も行っていますの
で、気軽にご相談ください。
お問い合わせは役場総務課まで（ 52-1111）

３月23日（水）に、上郡町指定文化財として新たに２件が指定を受けました。
指定を受けたのは、昭和24年に西野山１号墳から出土していた銅鏡１面と石枕１点。昭和26年に西野山３号墳か

ら出土したとされる勾玉など合計51点です。
銅鏡は「倣

ぼう

製
せい

鳥
ちょう

頭
とう

四
し

獣
じゅう

鏡
きょう

」という古墳時代前期（約1,700年前）に国内で作られたもので、直径は8.9㎝あります。石枕
は長さが約41㎝、重さ10.7kgで、頭を置く部分にくぼみが彫られています。播磨地方では上郡町でしか出土してい
ない珍しいものです。
勾玉などは、いずれも高い製作技術で作られたもので、特にガラス製勾玉は、ガラス塊を磨きあげて作った例のな

いものです。
この２件はどちらも古墳時代の上郡と他の地域との交流を物語る貴重な資料です。
この指定文化財のミニ企画展示を６月12日（日）まで郷土資料館常設展示室で行っていますので、ぜひご覧ください。

４月１日付けで監査委員に松岡義人さん、公平
委員に本田吉住さんが新しく就任されました。
監査委員は、町政の財務や事業が適正に行われ
ているかを監査し、町政の健全化を図ります。
また、公平委員は、町職員の給与や勤務時間な
どの勤務条件に関する要求を審査し、必要な措置
を講じます。

人 権擁護委員・行政相談委員の委嘱
頼りになる委員の皆さん

新・上郡町指定文化財に２件指定！
古代からのおくりもの

新 しく委員に就任されました
監査委員・公平委員
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育食

問 保健センター　52-2188

　
上
郡
町
で
は
、「
町
民
一
人
一
人
が
食
育
で

心
、
体
、
和
を
育
て
ま
す
」を
基
本
理
念
に

食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
月
の
食

育
だ
よ
り
で
は
食
育
で
身
に
つ
け
る「
５
つ

の
力
」を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
、
食
事
の
楽
し
さ
や
食
事
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
学
び
、
望
ま
し
い
習
慣
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

そ
の
１
　
食
べ
物
を
選
ぶ
力

 

体
に
必
要
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
る
知
識
と
知
恵
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

そ
の
２
　
食
べ
物
の
味
が
わ
か
る
力
　 

食
べ
物
の
味
を
知
り
、
そ
の
本
来
の
味

わ
い
や
お
い
し
さ
が
わ
か
る
感
覚
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

そ
の
３
　
料
理
を
す
る
力
　 

料
理
を
つ
く
る
こ
と
は
、
想
像
力
、
集

中
力
、
計
画
性
な
ど
を
育
み
ま
す
。

そ
の
４
　
元
気
な
体
が
わ
か
る
力
　
　

自
分
の
体
が
健
康
な
状
態
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
５
　
食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力
　

野
菜
、
肉
、
魚
な
ど
の
自
然
の
恵
み
に

よ
り
、
健
康
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

朝
食
は
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
、
元
気
と

集
中
力
を
生
み
だ
す
源
で
す
。
１
日
24
時

間
の
体
内
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
て
、
朝
ご

は
ん
か
ら
１
日
の
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

食
卓
は
家
族
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
親
は
、
子
ど
も
に
食

べ
る
楽
し
さ
を
伝
え
、
そ
の
楽
し
さ
を
共

有
で
き
ま
す
。
子
ど
も
は
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
べ
方
や
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど

も
学
べ
ま
す
。

家
庭
菜
園
で
栽
培
し
た
り
、
地
元
の
直

売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る
旬
の
野
菜
を
料

理
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
野
菜
で

も
ほ
ぼ
１
年
中
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
野

菜
に
は
旬
が
あ
り
ま
す
。
旬
の
野
菜
は
、

味
も
栄
養
価
も
よ
く
、
そ
の
季
節
の
体
に

適
し
た
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●きゅうり・・½本 ●玉ねぎ・・中½個
●大葉・・2枚 ●ミニトマト・・2個
●カニかまぼこ・・2本
ドレッシング
●砂糖・・小さじ½ ●塩・・少々
●酢・・大さじ1 ●しょう油・・小さじ½
●ごま油・・小さじ1

材 料 （2人分）

1人分　エネルギー…68ｋcal　塩分…0．9ｇ

作り方

1

2

3

4

カニかまぼこをほぐし、きゅうりは板ずりをして塩
を洗い流して輪切りにします。玉ねぎを薄切りに
して5分ほど水にさらし、水気をきります。大葉は
せん切りにして水にさらして、水気をしぼります。
ミニトマトは4等分します。
ボウルにドレッシングの材料を入れてよく混ぜます。
別のボウルにミニトマト以外の　 を入れて混ぜ、
器に盛ってミニトマトを飾ります。
食べる直前に　 のドレッシングをかけます。

1

2

食
育
を
身
に
つ
け
る
５
の
力

１
日
の
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
は
、

朝
食
か
ら
ス
タ
ー
ト

家
族
で
食
卓
を
囲
み
食
べ
る
楽
し
さ
や

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

旬
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

い
ず
み
会
お
す
す
め
レ
シ
ピ

「
旬
の
野
菜
を
つ
か
っ
た

　
　
　

新
玉
ね
ぎ
の
サ
ラ
ダ
」

食育で
身につける
「5つの力」

No.2
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町
ぐ
る
み
健
診
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は

５
月
下
旬
ご
ろ
に
健
診
機
関
よ
り
受
診
票

な
ど
が
郵
便
で
届
き
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
開
封
し
て
申

し
込
み
の
内
容
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

※
町
ぐ
る
み
健
診（
婦
人
が
ん
検
診
を
除

く
）の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
。

健
診
当
日
持
参
す
る
も
の　

①
健
康
保
険
証

②
受
診
票

③
特
定
健
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
検
尿

の
容
器
、
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま

れ
た
方
は
検
体
の
容
器

④
健
診
費
用

⑤
特
定
基
本
健
康
診
査
受
診
券（
特
定
健

診
を
受
診
さ
れ
る
40
〜
75
歳
未
満
の
上

郡
町
国
保
以
外
の
方
）

健
診
前
に
よ
く
持
っ
て
く
る
も
の
を
確
認

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
必
要
な
も
の
が

な
い
と
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

健
診
日
程　
　
　

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
11
時
30
分

積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
対
象
者

①
第
１
期（
初
回
接
種
お
よ
び
追
加
接

種
）の
対
象
者　

３
歳
～
４
歳

②
平
成
23
年
度
に
９
歳
お
よ
び
10
歳
に
な

る
者（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
）

※
小
学
校
３
年
生
の
方
は
、
必
ず
９
歳

に
な
っ
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
７
歳
６
ヵ
月
～
９
歳
未
満
は
現

在
対
象
外
の
年
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
が
可
能
な
方

■
５
歳
～
７
歳
６
ヵ
月
未
満
の
１
期
が

終
了
し
て
い
な
い
方

■
11
歳
～
13
歳
未
満
の
１
期
が
終
了
し

て
い
な
い
方

■
９
歳
～
13
歳
未
満
の
２
期
が
終
了
し

て
い
な
い
方

こ
の
対
象
者
は
積
極
的
勧
奨
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
医
師
に
副
作
用
な
ど
の
説

明
を
受
け
確
認
し
た
う
え
で
保
護
者
の

意
思
に
よ
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
歳
６
ヵ
月
～
９
歳
未
満
、
13
歳
以

上
の
方
は
、
対
象
外
の
た
め
定
期
予

防
接
種
と
し
て
無
料
で
の
接
種
は
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
地
区
の
健
診
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
対
象
地
区
以

外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。（
連
絡
不
要
）

接
種
回
数
・
接
種
間
隔

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
初
め
て
受
け

る
方
は
、
６
日
～
28
日
の
間
隔
を
お
い

て
初
回
接
種（
２
回
）を
行
い
、
終
了
後

お
お
む
ね
1
年
で
追
加
接
種（
１
回
）を

行
い
ま
す
。

※
平
成
17
年
5
月
の
中
止
に
伴
い
、
初

回
接
種
、
追
加
接
種
が
途
中
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
接
種
間
隔
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
接
種
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

持
参
物

■
母
子
健
康
手
帳

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種
問
診
票

接
種
で
き
る
医
療
機
関 

鞍
居
診
療
所
・
三
浦
医
院　
　
　
　
　

（
随
時
、
接
種
可
能
で
す
が
、
事
前
に
ワ

ク
チ
ン
が
あ
る
か
電
話
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
） 

大
岩
診
療
所
・
黒
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
菅

原
病
院
・
高
田
診
療
所
・
半
田
産
婦
人
科　

（
接
種
を
す
る
３
日
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー�

５
２・
２
１
８
８

健 診 日  対 象 地 区  

６月９日（木） 鞍居

６月10日（金） 赤松

６月11日（土） 船坂

６月12日（日） 全地区

７月８日（金） 上郡

み
ん
な
で
受
け
よ
う
町
ぐ
る
み
健
診
！

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

さ
れ
る
方
へ

健 診 日  対 象 地 区  

７月11日（月） 
山野里

７月12日（火） 

７月13日（水） 山野里・高田 

７月14日（木） 高田・高田台 

７月15日（金） 高田台 
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相生警察
からの
お知らせ
22-0110

生
活
を
脅
か
す
悪
徳
商
法
に
注
意 

■		

点
検
商
法

建
物
の
耐
震
強
度
や
床
下
の
点
検
、
水

道
の
検
査
な
ど
と
偽
っ
て
家
に
上
が
り
込

み「
白
ア
リ
の
被
害
が
あ
る
」「
屋
根
の
修

理
を
し
な
い
と
危
険
」な
ど
と
事
実
と
異

な
る
こ
と
を
言
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
浄
水
器
な
ど
を
高
額
で

契
約
さ
せ
る
商
法
で
す
。

■		

催
眠
商
法

安
売
り
や
健
康
講
習
会
な
ど
の
名
目
で

人
を
集
め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
内
で
巧
み

な
話
術
で
次
々
と
日
用
品
や
食
料
品
を
無

料
ま
た
は
安
価
で
配
り
、
貰
わ
な
い
と
損

を
す
る
か
の
よ
う
な
一
種
の
催
眠
状
態
に

し
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
高
額
な
商
品
を

購
入
さ
せ
る
商
法
で
す
。

※
こ
れ
ら
の
商
法
は
最
初
に
販
売
目
的

を
明
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

街
中
に
放
置
さ
れ
た
フ
ン
は
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
通
行
す
る
人
に

と
っ
て
大
迷
惑
で
す
。
夜
道
な
ど
で
う
っ

か
り
踏
ん
で
し
ま
え
ば
、
誰
も
い
い
思
い

は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
愛
犬
が

悪
い
の
で
は
な
く
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反

で
す
。
愛
犬
の
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
オ
シ
ッ
コ
を
さ
せ
る
場
所
も

考
え
ま
し
ょ
う
。
他
人
の
家
の
門
柱
や
飲

食
店
の
前
は
も
ち
ろ
ん
、
公
園
の
芝
生
の

上
で
の
オ
シ
ッ
コ
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

愛
犬
が
町
の
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
た

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
活
用

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
一
定
の

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
が
業
者
と
の

間
で
結
ん
だ
契
約
を
理
由
を
問
わ
ず
一
方

的
に
解
除
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
原

則
、
す
べ
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
規
制

の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
制
度
の
有
効
期
間

■		

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
販
売

	

８
日
間

■		

マ
ル
チ
商
法
・
モ
ニ
タ
ー
商
法

	

20
日
間

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
警
察
署
ま
た
は

上
郡
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
（

5
2
・

1
1
1
5
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３月末上郡町内人身交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死　者 傷　者 物損事故
上郡橋 ３ ０ ３ ６
上郡駅前 ３ ０ ３ 25
中　野 ５ ０ ８ 29
梨ヶ原 ０ ０ ０ ６
八　保 １ ０ １ ７
赤　松 １ ０ １ ７
野　桑 ３ ０ ３ ９

播磨科学公園都市 １ ０ 1 ７
合　計 17 ０ 20 96

広げよう　どうぞの気持ちと　車間距離

こ
う
へ
い
く
ん

兵
庫
県
警
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

め
に
は
、
飼
い
主
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か

り
と
マ
ナ
ー
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
エ
サ

を
あ
げ
る
と
そ
こ
に
野
良
猫
が
集
ま
っ
て

し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。　
「
家
の
前
に

フ
ン
を
さ
れ
る
」「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」

「
エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
人
が
い
て
困
る
」

「
野
良
猫
が
増
え
て
困
る
」「
悪
臭
が
ひ
ど

い
」な
ど
と
い
っ
た
周
囲
の
人
に
も
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
の
で
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

問 

役
場
住
民
課 

環
境
衛
生
係

�
 

５
２・
１
1
1
5

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は

や
め
ま
し
ょ
う
！ 

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
愛
犬
の

フ
ン
と
オ
シ
ッ
コ
の
マ
ナ
ー 人と動物が共に暮らせる

やさしいまちづくり
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上郡町の偉人　大鳥圭介

明
治
七
年
三
月
、
圭
介
は
欧
米
視
察
よ
り
帰
国
す
る
。
こ
の

前
月
、
佐
賀
の
乱
が
発
生
。
国
内
に
は
失
業
や
生
活
不
安
に
よ

る
不
満
が
鬱う

っ

積せ
き

し
て
い
た
。
植
民
地
化
の
波
の
中
、
日
本
は
不

平
等
条
約
を
課
さ
れ
、
欧
米
か
ら
虎こ

視し

眈た
ん

々た
ん

と
狙
わ
れ
る
。
産

業
を
開
発
し
、
国
力
を
高
め
る
事
が
急
務
だ
っ
た
。 

圭
介
は
帰
国
直
後「
石
炭
編
」「
山
油
編
」「
木も

く

醋さ
く

編へ
ん

」「
阿あ

膠こ
う

編へ
ん

」

の
産
業
視
察
報
告
を
提
出
し
た
。「
世
の
人
の
工
作
を
開
く
道
し

る
べ
と
な
ら
ん
こ
と
を
希

こ
い
ね
がう
」圭
介
の
意
志
に
よ
る
。
各
分
野

の
教
科
書
と
な
る
質
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。

「
石
炭
編
」は
石
炭
の
種
類
、
探
索
、
破
砕
、
開
削
、
砕
炭
、

炭
鉱
機
器
、
工
法
、
運
搬
、
換
気
、
法
律
、
米
英
の
炭
鉱
運
営

例
な
ど
、
広
範
に
網
羅
し
た
炭
鉱
開
発
技
術
書
で
あ
る
。
鉱
山

の
労
働
条
件
や
安
全
、
法
遵
守
の
観
点
を
、
圭
介
が
当
時
す
で

に
強
調
し
て
い
た
の
が
目
を
引
く
。

「
山
油
編
」は
本
邦
初
の
石
油
開
発
技
術
書
で
あ
る
。
油ゆ

井せ
い

開

発
方
法
と
石
油
精
製
方
法
の
二
部
門
か
ら
成
る
。
内
容
は
、
地

質
学
と
探
査
法
、
削さ

く

井せ
い

、
崩
落
防
止
、
蒸
気
機
関
の
導
入
、
蒸

留
技
術
な
ど
。
添
付
図
面
も
非
常
に
詳
細
で
実
用
的
・
具
体
的

で
あ
る
。
当
時
、
本
邦
の
石
油
開
発
は
山
師
的
な
勘
に
よ
る
し

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
圭
介
は
技
術
的
根
拠
を
も
た
ら
し
、
成

長
の
足
場
を
与
え
た
。
圭
介
は
こ
の
後
、
工
部
省
に
て
日
本
の

石
油
開
発
黎れ

い

明め
い

期
の
事
業
を
統
括
す
る
こ
と
に
な
る
。

圭
介
は
、
日
本
の
初
期
資
源
産
業
に
お
け
る
先
覚
者
で
あ
る
。

各
技
術
論
文
で
評
価
が
高
い
。
上
二
編
は「
当
時
の
邦
語
の
新

技
術
参
考
書
と
し
て
相
当
の
価
値
を
有
す
」「
賛
辞
を
惜
し
ま
な

い
」「
全
編
を
通
じ
て
極
め
て
質
が
高
い
」「
頗

す
こ
ぶ

る
興
味
深
く
か
つ

最
も
記
念
す
べ
き
」も
の
と
さ
れ
た
。
圭
介
は「
日
本
の
頭
脳
」

「
当
代
一
の
石
油
通
の
有
能
な
官
吏
」で
あ
っ
た
と
、
資
源
分
野

の
専
門
家
は
述
べ
て
い
る
。

同
年
五
月
、
圭
介
は
開
拓
使
物
産
局
に
所
属
。
地
質
技
師
ラ

イ
マ
ン
や
親
友
荒あ

ら

井い

郁い
く

之の

助す
け

と
共
に
、
石
狩
方
面
の
原
野
で
石

炭
調
査
を
行
っ
た
。
欧
米
の
採
掘
現
場
や
工
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ん
だ
圭
介
は
、
そ
の
知
見
を
実
地
に
投
入
し
た
。  

榎え
の

本も
と

武た
け

揚あ
き

は
先
に
北
海
道
の
資
源
調
査
を
行
い
、「
北
海
道
巡

遊
日
記
」で
幌ほ

ろ

内な
い

炭
田
の
発
見
に
触
れ
た
。
圭
介
は
こ
れ
を
引

き
継
ぎ
、
事
業
化
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
を「
幌
内
石
炭
山
報

告
書
」と
し
て
提
出
し
た
。
採
鉱
口
の
場
所
や
運
搬
方
法
、
採

掘
工
事
や
運
営
、
地
域
開
発
計
画
ま
で
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

に
基
き
、
開
拓
使
次
官
黒
田
清
隆
は
幌
内
を
国
家
大
事
業
と
し

て
推
進
さ
せ
た
。
幌
内
の
石
炭
は
、
昭
和
中
期
ま
で
日
本
の
主

力
資
源
で
、
歴
史
的
に
重
要
な
炭
鉱
と
な
っ
た
。

開
拓
使
は
産
業
開
発
の
為
、
大
量
の
お
雇
い
外
国
人
を
投

入
し
た
。
顧
問
ケ
プ
ロ
ン
は
、
開
発
を
民
営
・
外
資
に
よ
る
べ

き
と
し
、
日
本
政
府
が
進
め
る
べ
き
と
す
る
榎
本
と
対
立
し
た
。

油
断
す
れ
ば
、
外
国
人
顧
問
は
助
言
・
提
言
を
通
じ
自
国
の
国

益
に
叶
う
よ
う
日
本
を
操
作
し
植
民
地
化
の
牙
を
剥む

く
。
一
方

日
本
は
、
技
術
を
彼
ら
か
ら
学
ば
な
ら
な
い
難
し
い
立
場
だ
っ

た
。
ま
た
、
お
雇
い
外
国
人
は
待
遇
の
不
満
や
要
求
を
並
べ
、

日
本
側
と
軋あ

つ

轢れ
き

が
多
く
生
じ
た
。

明
治
日
本
は
開
発
途
上
だ
っ
た
が
、
現
在
の
途
上
国
の
よ
う

な
他
国
か
ら
の
無
償
援
助
を
、
一
切
受
け
な
か
っ
た
。
欧
米
か

ら
の
技
術
導
入
と
自
国
の
人
材
育
成
は
、
全
て
自
前
の
費
用
で

行
っ
た
。
お
雇
い
外
国
人
の
給
料
は
、
省
予
算
の
三
分
の
一
に

も
達
し
た
。
一
方
、
圭
介
や
荒
井
ら
語
学
と
泰
西
事
情
に
通
じ

た
技
術
官
僚
は
、
外
国
人
専
門
家
の
管
理
・
調
整
役
と
し
て
最

適
だ
っ
た
。
欧
米
知
識
を
持
ち
な
が
ら
日
本
の
発
展
を
願
う
圭

介
ら
に
よ
り
、
日
本
は
自
立
性
を
保
ち
つ
つ
、
必
要
な
技
術
を

吸
収
し
人
材
を
育
て
た
。
日
本
は
こ
の
数
年
後
に
お
雇
い
外
国

人
の
数
を
半
減
さ
せ
、
自
国
の
上
級
技
術
者
を
数
倍
に
増
や
し
、

自
前
の
産
業
を
育
て
た
。

高
い
技
術
を
持
つ
地
質
技
師
ラ
イ
マ
ン
と
圭
介
は
、
技
術
移

転
に
理
想
的
な
人
材
配
置
だ
っ
た
。
後
に
工
部
省
に
移
っ
た
圭

介
は
、
ラ
イ
マ
ン
と
二
人
三
脚
で
資
源
開
発
に
当
た
る
。
時
に

我わ
が

侭ま
ま

な
ラ
イ
マ
ン
の
要
求
を
、
圭
介
が
忖そ

ん

度た
く

し
つ
つ
、
ラ
イ
マ

ン
弟
子
の
日
本
人
技
術
者
達
は
育
成
さ
れ
た
。
ラ
イ
マ
ン
は
圭

介
へ
の
書
簡
を
日
課
と
し
、
圭
介
を
マ
イ
デ
ィ
ア
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

と
親
し
み
を
込
め
て
記
し
た
。

前
述
の
圭
介
の
報
文
は
、
明
治
十
二
年
に
開
拓
使
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
ラ
イ
マ
ン
は
圭
介
よ

り
こ
れ
を
贈
ら
れ
、
帰
国
時
に

持
ち
帰
っ
た
。 "from

 author, 

Yedo 

（
著
者
よ
り
、
江
戸
）, ７

 

D
ec 1880" 

と
い
う
ラ
イ
マ
ン

自
筆
メ
モ
と
共
に
、
報
文
は
今
も
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
ラ
イ

マ
ン
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

上
郡
町
の
偉
人

第
十
三
回

著
者 

中
川
由
香

「
真し
ん

摯し

の
人
」

大
鳥
圭
介

ライマン文庫「山油編」
マサチューゼッツ大学 アマースト校蔵
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議会事務局� 52-3512
企画財政課� 52-1112
総務課（代表）� 52-1111
税務課� 52-1113
住民課� 52-1115
・クリーンセンター� 52-0096
健康福祉課・地域包括支援センター
� 52-1114
・障害者支援センター� 57-2233
・訪問看護ステーション
� 52-2400
・子育て学習センター� 52-1067
・保健センター� 52-2188
保険課� 52-1152
産業振興課� 52-1116
農業委員会� 52-1116
建設課� 52-1117
上下水道課［與井380番地］
・上水道係� 52-0097
・下水道係� 52-1119
会計課� 52-1120
〔教育委員会〕
学校教育課� 52-2911
社会教育課� 52-2912
・生涯学習支援センター
� 52-1125
・つばき会館� 52-1125
・青少年育成センター� 52-5500
・郷土資料館� 52-3737
・スポーツセンター� 52-4433
上郡町社会福祉協議会� 52-2910

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください

　 

募
　
集

今
年
、
金
婚
夫
婦
を
迎
え
る
方
を
９
月

の
敬
老
会
で
お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
対
象
の
方
は
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
昭
和
37
年
中
に
入
籍
さ
れ
た
夫

婦（
本
籍
が
町
外
の
方
は
、
戸
籍
抄
本
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
期
限　
６
月
17
日（
金
）

問

 

役
場
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

�
 

５
２・
1
1
1
4

職
種　
行
政
事
務
、
税
務
な
ど

受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

申
込
期
間	

６
月
21
日（
火
）～
６
月
28
日（
火
）

試
験
日　
９
月
４
日（
日
）

試
験
会
場　
神
戸
、
大
阪
な
ど

問 
人
事
院
近
畿
事
務
局

�
 

０
６・
4
7
9
6
・
2
1
9
1

狩
猟
免
許
と
は
、
狩
猟
期
間
中
に
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
の
に
必
要
な
資
格
で
す
。

試
験
日　
７
月
６
日（
水
）　
知
識
･
適
性
試
験

試
験
会
場　
姫
路 

他
２
会
場

申
込
期
間（
持
参
の
場
合
）

６
月
21
日（
火
）ま
で

※
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
の
初
心
者
講
習
会

が
６
月
４
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

問

	

光
都
農
林
水
産
振
興
事
務
所

	

森
林
林
業
第
２
課

�
 

５
８・
2
3
4
8

　 

お
知
ら
せ

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
た
後
、
転
用

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、
許
可
日
か

ら
１
年
以
内
に
完
了
す
る
見
込
み
が
あ
る

場
合
に
つい
て
許
可
し
て
い
ま
す
。
１
年
以

上
経
過
し
て
も
転
用
が
完
了
し
な
い
場
合

は
、
進
捗
状
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
用
が
完
了
し
た
場
合
に
は
完
了

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
農
業
委
員
会
事
務
局

�
 

５
２・
１
１
１
６

今
年
は
大
鳥
圭
介
の
没
後
1
0
0
年
に

あ
た
り
ま
す
。
郷
土
資
料
館
で
は
、
大
鳥

圭
介
の
書
画
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
い

ま
す
。

町
内
外
を
問
わ
ず
、
圭
介
の
書
画
を
お

持
ち
の
方
、
あ
る
い
は
情
報
を
ご
存
じ
の

方
は
、
郷
土
資
料
館
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問 

郷
土
資
料
館�

 

５
２・3
7
3
7

�
 siryo@

tow
n.kam

igori.hyogo.jp

地
域
や
企
業
な
ど
で
防
災
の
担
い
手
と

し
て
活
動
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に「
西
播
磨
地
域
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
座
」を
行
い
ま
す
。

日
程　
６
月
25
日（
土
）～
12
月
17
日（
土
）

の
う
ち
全
12
日
間

�

（
各
日
12
時
30
分
～
17
時
）

場
所　

西
播
磨
地
域（
西
播
磨
総
合
庁

舎
、
太
子
町
あ
す
か
ホ
ー
ル
他
）

対
象　
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
防
災
責
任
者

や
防
災
の
担
い
手
を
目
指
す
方
で
、
県

内
在
住
・
在
勤
の
方

問

 

西
播
磨
県
民
局 

企
画
防
災
課

�
 

５
８・
2
1
1
2

金
婚
夫
婦
を
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
試
験

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
た
方
へ

防
災
の
担
い
手
を
育
成

狩
猟
免
許
試
験

大
鳥
圭
介
の
書
画
の
情
報
を
求
む
！
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上
郡
町

橘
川
真
一

奥
田
英
夫

宮
部
み
ゆ
き

今
野 

敏

赤
川
次
郎

湊 

か
な
え

宮
本 

輝

誉
田
哲
也

畠
中 

恵

中
川
忠
峰

上
田
淳
子

や
ま
し
た 

ひ
で
こ

寄
藤
文
平

高
柳 

真

櫻
井
よ
し
こ

J
・
ギ
リ
ガ
ン

日
本
鉄
道
旅
行
地
図
帳
編
集
部

A
・
ス
マ
ナ
サ
ー
ラ

白
取
春
彦

上
郡
町
史
　
第
二
巻

本
文
編
Ⅱ

ひ
ょ
う
ご
の
城

神
戸
市
電
と
花
電
車

ば
ん
ば
憑
き

警
視
庁
F
C

子
子
家
庭
の
身
代
金

花
の
鎖

三
十
光
年
の
星
た
ち

感
染
遊
戯

ち
ょ
ち
ょ
ら

木
で
彫
る
根
付
入
門

中
学・高
校
生
の
お
弁
当

断
捨
離
で
日
々
是
ご
き
げ
ん

に
生
き
る
智
恵

元
素
生
活

た
の
し
い
静
電
気

日
本
の
覚
悟

男
が
暴
力
を

ふ
る
う
の
は
な
ぜ
か

新
幹
線
と
観
光
列
車
で

め
ぐ
る
九
州
の
旅

怒
ら
な
い
こ
と

「
西
洋
哲
学
」と

「
東
洋
哲
学
」

図
書
案
内

新着

6/22水・23木・24金
　書架整理のため臨時休館します。
　ご迷惑をおかけしますが、よろ
しくお願いします。

　上郡町内にお住まいの方は、赤穂・相生に続き、備前
市の図書館でも本の貸出を利用できるようになりました！
　この機会に町外の図書館に足を運んで、あなたのお気
に入りの一冊を見つけてみませんか？

図書室休館のお知らせ赤穂・相生・備前市の
図書館も利用できます！

問 町民図書室 52-1125

毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
た「
お
口
の

健
康
デ
ー
」は
、
11
月
に
実
施
予
定
の
健

康
福
祉
ま
つ
り
と
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

食
育
事
業
中
心
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー�

 

５
２・
2
1
8
8

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
電
話

を
す
る
と
、
開
業
医
手
作
り
の
健
康
・

医
療
テ
ー
プ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

曜
日
ご
と
に
違
っ
た
内
容
の
健
康
情
報
を

流
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
0
1
2
0
・
9
7
9
・
4
5
1
】

５
月
の
テ
ー
マ

月
曜
日　
子
ど
も
の
言
葉
の
遅
れ

火
曜
日　
唾
液
の
働
き
と
歯
の
病
気

水
曜
日　
ま
さ
か
私
が
糖
尿
病
？

木
曜
日　
大
き
く
変
わった
心
肺
蘇
生
法

金
・
土
・
日
曜
日

　
精
神
・
神
経
科
の
気
軽
な
か
か
り
方

問 

兵
庫
県
保
険
医
協
会
事
務
局

�
 

0
7
8
・
3
9
3
・
1
8
0
3

貸
し
切
り
バ
ス
で
淡
路
島
を
観
光
す
る

と
明
石
海
峡
大
橋
通
行
料
の一部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

①
淡
路
島
を
貸
し
切
り
バ
ス
で

観
光
す
る
20
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
②
明

石
海
峡
大
橋
を
利
用
し
て
淡
路
島
内

の
対
象
施
設
を
２
ヵ
所
以
上
観
光
す

る
こ
と

期
間　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

助
成
額　

5
，0
0
0
円
、
3
，0
0
0

円
、
2
，0
0
0
円（
バ
ス
の
大
き
さ
に

よって
変
動
）

問

 

㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

�
 

０
７
９
９・
２
４・
２
０
０
１

対
象　

龍
野
公
共
職
業
安
定
所
管
内
地

域
の
事
業
主
お
よ
び
人
事
担
当
者

内
容　

学
卒
求
人
申
込
手
続
き
、
採
用

選
考
に
か
か
る
留
意
点
な
ど
の
説
明

日
時　
６
月
17
日（
金
）

	
	

14
時
～
15
時
30
分

場
所　
赤
穂
商
工
会
館

問 

姫
路
公
共
職
業
安
定
所 

学
卒
部
門

�
 

０
７
９・
２
２
２・
４
６
０
９

お
口
の
健
康
デ
ー
の
お
知
ら
せ
！

貸
し
切
り
バ
ス
で
淡
路
島
へ
行
こ
う
！

新
規
学
校
卒
業
者
求
人
取
扱
説
明
会

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
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平
成
23
年
度 

本
因
坊
・
王
将
杯

争
奪
囲
碁
将
棋
大
会
結
果

▼
男
子
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
①
上
郡

ジ
ュ
ニ
ア（
中
山
、
古
谷
、
高
田
光
、
村

上
、
橋
本
祐
、
前
川
純
）

①
福
盛
孝
子
②
小
寺
久
美
子
③
木
村
幸
雄

▼
男
子
の
部
ベ
ス
ト
８
中
山
充
葵
、
古
谷

仁
ペ
ア
▼
女
子
の
部
③
森
口
美
咲
、
長
郷

弘
夏
ペ
ア　
ベ
ス
ト
８
赤
井
恵
里
那
、
山

名
美
潮
ペ
ア

▼
男
子
１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
①
姫
路
ジ
ュ

ニ
ア
②
三
田
ジ
ュ
ニ
ア
③
備
前
と
く
り
会

ジ
ュ
ニ
ア
、
上
郡
ジ
ュ
ニ
ア
▼
女
子
１
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
①
姫
路
ジ
ュ
ニ
ア
②
上
郡

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
チ
ー
ム
③
和
田
山
ジ
ュ
ニ

ア
、
龍
野
ジ
ュ
ニ
ア
▼
女
子
２
位
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
①
上
郡
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
チ
ー
ム

【
団
体
戦
】③
上
郡
柔
道
少
年
団（
杉
本
陸
、

上
岡
達
矢
、
有
政
空
人
、
神
崎
峻
、
秋
葉

晃
希
）

【
個
人
戦
】▼
幼
稚
園
重
量
級
の
部
③
寺
尾

凪
生
▼
２
年
女
子
の
部
②
高
谷
真
生
▼
２

年
男
子
軽
重
量
の
部
①
有
政
祐
真
③
山
本

凱
世
▼
３
年
女
子
の
部
②
衣
笠
裕
美
子
③

井
上
小
梅

▼
男
子
の
部
①
中
山
充
葵
、
古
谷
仁
ペ
ア

③
高
田
光
太
郎
、
村
上
龍
司
ペ
ア
▼
女
子

の
部
①
中
野
彩
花
、
中
野
舞
ペ
ア
③
上
通

ひ
な
た
、
長
濱
唯
ペ
ア
③
本
城
琴
都
、
藤

井
瑞
樹
ペ
ア

▼
１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
②
西
橋
友
希
奈
、

尾
上
万
梨
菜
ペ
ア
▼
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

③
池
田
崇
志
、
池
田
和
樹
ペ
ア
▼
３
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
②
近
藤
優
佳
、
竹
平
妃
織

ペ
ア

【
団
体
戦
】▼
奇
数
学
年（
１
・
３
・
５
年
）の

部
②（
吉
田
琢
磨
、
上
岡
達
矢
、
神
崎
峻
）

▼
偶
数
学
年（
２
・
４
・
６
年
）の
部
②（
杉

本
陸
、
秋
葉
直
樹
、
秋
葉
晃
希
）

【
個
人
戦
】▼
幼
稚
園
の
部
③
吉
間
大
貴
▼

２
年
生
軽
量
級
の
部
③
杉
本
陸
▼
３
年
生

軽
量
級
の
部
①
上
岡
達
矢
③
井
上
小
梅
▼

６
年
生
軽
量
級
の
部
④
丸
尾
悠
大
▼
６
年

生
重
量
級
の
部
②
秋
葉
晃
希
▼
敢
闘
賞
神

崎
航
熙
▼
努
力
賞
新
田
雅

①
小
坂
②
高
田
台
６
丁
目
③
竹
万
、
竜
中

①
ウ
イ
ン
ズ
②
Ａ
Ｃ
オ
ラ
シ
オ
ン
③
兵
庫

ヤ
ン
キ
ー
ス
、
ア
ク
タ
ロ
ー
ズ

①
千
種
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
②
上
郡
少
年
野
球

ク
ラ
ブ

①
鞍
居
ピ
ュ
ア
②
高
田
台
同
好
会

▼
女
子
の
部
③
上
通
ひ
な
た
、
長
濱
唯
ペ

ア
③
中
野
彩
花
、
中
野
舞
ペ
ア

▼
女
子
平
泳
50
Ｍ
40
～
44
歳
②
若
井
満
知

子
▼
背
泳
1
0
0
Ｍ
65
～
69
歳
②
永
井
勝

代

ソフトテニス大会女子の部で入賞された皆さん

柔道親善大会団体戦で入賞された皆さん

第
10
回
小
西
カ
ッ
プ
西
日
本

jr.SO
FTTEN

N
IS

大
会�

（
２
月
19
、
20
日
）

第
10
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
交
流
大
会

�

（
２
月
22
日
）

第
16
回
兵
庫
県
小
学
生
春
季
ソ
フ
テ
ニ
ス
大
会

�

（
２
月
26
日
）

平
成
22
年
度
第
７
回
上
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯

親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会�

（
３
月
５
日
）

第
20
回
宍
粟
山
崎
少
年
少
女
柔
道
大
会

�

（
３
月
５
日
）

ふ
れ
あ
い
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

�

（
３
月
13
日
）

第
１
回
上
郡
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
大
会

�

（
３
月
20
日
）

高
松
宮
賜
杯
２
部
軟
式
野
球
大
会

�

（
３
月
13
、
27
日
）

高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

�

（
３
月
５
、
27
日
）

平
成
22
年
度
第
30
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

�

（
３
月
27
日
）

第
10
回
生
野
銀
山
春
季
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

�

（
４
月
2
日
）

2
0
1
1
年
度
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
短
水
路
大
会

�

（
４
月
３
日
）

姫
路
ジ
ュ
ニ
ア
初
級
者
研
修
大
会

�

（
３
月
13
日
）

龍
野
若
竹
会
創
立
60
周
年
記
念
大
会
兼
第
４
回

井
原
杯
少
年
柔
道
親
善
大
会�

（
３
月
19
日
）
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平
成
23
年
度 

本
因
坊
・
王
将
杯

争
奪
囲
碁
将
棋
大
会
結
果

▼
順
位　
段　
名
前（
敬
称
略
）

本
因
坊
杯
争
奪
囲
碁
の
部

Ａ
級（
初
段
以
上
の
部
）

▼
優　

勝　
４
段　

加
藤
武
雄

▼
準
優
勝　
２
段　

藤
中
忠

▼
３　

位　
４
段　

長
谷
川
重
幸

Ｂ
級（
１
級
以
下
の
部
）

▼
優　

勝　
１
級　

西
橋
昭
三

▼
準
優
勝　
３
級　

高
木
栄
策

▼
３　

位　
２
級　

安
達
正
典

王
将
杯
争
奪
将
棋
の
部

▼
優　

勝　
５
段　

藤
井
瑞
穂

▼
準
優
勝　
３
段　

見
掛
章

▼
３　

位　
５
段　

河
野
哲

問 

上
郡
公
民
館 

 

５
２・
4
4
1
1

NISHIHARIMA-KENMINKYOKU-DAYORI

西播磨県民局だより

問 こころ豊かな美しい西播磨推進会議事務局（西播磨県民局県民室 県民・ビジョン課内） 58-2128

自治会・婦人会・老人クラブ・子ども会などの地域団体が、地域社会の共同利益に実現を目的
に実施する新たな取り組みに対して経費の一部を助成します。

助成金額… …………………………… １件あたり40万円以内
対象事業の期間… …………………… ４月１日から平成24年３月31日までに実施・完了する事業
助成団体および助成金額の決定… … 地域づくり活動支援会議（公開審査会）で決定します。
募集期間… …………………………… ５月27日（金）まで

今 まで紹介してきたX線自由電子レーザー（XFEL）施設の愛称とロゴマークが決定しました！

愛称　「SACLA」（さくら）
これは、（S）Pring-８ （A）ngstrom （C）ompact Free Electron （La）serの略です。この愛称は、“Angstrom（オン

グストローム）”と言う分子や原子のような微細な物質の長さに用いられる単位と、“Compact（コンパクト）”であ
る日本独自のXFEL施設の特長を表現させ、かつ日本らしさを感じさせる「桜」と同じ読み方をする様にしました。

またロゴマークは、電子ビームが加速管を直線的に加速する様子や、電子がアンジュレータ内で蛇行する様
子などを表現しています。

SACLAは今年３月に、電子エネルギーを計画通りの80億電子ボルトまで加速させました。現在はXFEL発振
に向けた調整を続けています。今後ともSACLAをよろしくお願いします。

連載 28見えない世界が見えてくる！夢の光 SACLA見えない世界が見えてくる！夢の光 SACLA
※ “ 夢の光 XFEL” は今月から “ 夢の光 SACLA” として連載します。

“SACLA" と “SPring-8”“SACLA” のロゴマーク

平成23年度 西播磨地域
地域づくり活動応援事業の募集！
平成23年度 西播磨地域

地域づくり活動応援事業の募集！
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病気やけがなどで輸血を必要としている患者さん
の尊い生命を救うため、日本赤十字社では、16歳か
ら69歳までの健康な方に献血のご協力をお願いし
ています。

 日　時	 ６月20日（月）
	 10時～12時、
	 13時～15時30分
 場　所	 役場玄関前
	 ※400ml献血のみ受け付け

問 兵庫県赤十字血液センター姫路出張所
079-294-5147

赤松の郷 昆虫文化館では、初夏の企画展として
「ホタルを愛でる」を開催します。昔のホタル狩りの
光景を江戸・明治時代に描かれた浮世絵や古画か
らご覧ください。また、ホタル狩りの虫かご（ホタル
かご）も数十点展示され見応えがあります。初夏の
風物詩であるホタルの光とともにホタルに関する美術
品や工芸品を見学してみませんか？

 期　間	 ５月28日(土)～７月３日(日)
 時　間	 10時～17時（入館は16時30分まで）
 開館日	 土・日曜日、祝日（平日希望は電話に
	 てお問い合わせください）

問 赤松の郷 昆虫文化館 52-6089

 日　時	 5月22日（日）　10時～17時
 場　所	 兵庫県立大学播磨光都キャンパス

会場では、様 な々ステージイベントや豪華景品が
当たるビンゴ大会などが行われます。

また、スペシャルゲストに今話題の芸人

「桜・稲垣早希」　「span!」 
の２組を招き会場をわかせます。（観覧無料）

各種模擬店も出店していますので、ご家族そ
ろってご来場ください！

問 兵庫県立大学学生自治会学生会西支部
079-266-2227

「ハローワークあいおい」より専門の相談員を招い
て、移動雇用相談を実施します。就職などでご相
談のある方はぜひお越しください。

 日　時　　５月18日（水）、６月15（水）
 　　　　　13時30分～16時
 会　場　　役場第２庁舎２階小会議室

 内　容　　就職情報提供、相談、紹介など　

 人　数　　５名

※相談には必ず予約が必要ですので、相談日の
　前日までに役場産業振興課まで申し込みください。

問  役場産業振興課 商工観光係 52-1116

第16回企画展
ホタルを愛でる

献血に
ご協力お願
いします！

第16回
テクノフェスタ

ハローワーク
移動雇用相談

毎月第３水曜日
開催です
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５月
16 月 	子育て相談10:00～

	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

17 火 	すこやか子育て教室10:00～
	乳幼児予防接種（ポリオ）13:20～
	法律相談（予約制）13:20～16:00

18 水 	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00
	エイズ・肝炎相談＆若者の心と体の相談13:30～15:00

19 木 	第６回上郡町ライオンズ杯グラウンドゴルフ大会９:00～
	教育相談（電話相談）９:00～17:00
	ハーモニカ教室10:00～11:30
	身体障がい者相談13:30～16:00

20 金 	農地相談９:00～12:00、農業委員会定例会13:30～
	すこやか子育て教室10:00～

21 土 	マクドナルドカップ県学童軟式野球大会、上郡町ミ
ニバスケットボール交歓大会９:00～

	高齢者大学開講日10:00～
	おはなし会14:00～14:30

22 日  高田診療所 52-1052
	マクドナルドカップ県学童軟式野球大会、上郡町ミニバスケッ

トボール交歓大会、近畿秋季（1,2部）軟式野球大会９:00～

23 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

24 火 	すこやか子育て教室10:00～
	ヨガ教室Ａルーシーダットン19:30～20:30

25 水 	チャレンジデ―2011　０:00～21；00
	第２回チャレンジデーグラウンドゴルフ大会９:00～
	３歳児健診（Ｈ19.10・11・12月生）13:00～

26 木 	教育相談（電話相談）９:00～17:00
	乳幼児予防接種（ポリオ）13:20～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

27 金 	すこやか子育て教室10:00～
	ヨガ教室Ｂルーシーダットン19:30～20:30

28 土
29 日  半田産婦人科医院 52-1000

	近畿秋季（1,2部）軟式野球大会9:00～

30 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

31 火 	すこやか子育て教室10:00～

６月
1 水 	家庭児童相談9:００～１5:００

	ぱくぱく教室９:３０～
	人権相談１３:００～１６:００
	乳幼児予防接種（ポリオ）１３:２０～
	エイズ・肝炎相談＆若者の心と体の相談１３:３０～１５:００

2 木 	教育相談（電話相談）９:００～17:００
	高齢者大学開講日１０:００～
	心配ごと（なんでも）相談１３:3０～１５:００

3 金 	すこやか子育て教室１０:００～

4 土 	のびのび運動会１０:００～12:00
	四季の園芸花づくり教室１０:００～１１:３０
	おはなし会１４:００～１４:３０

5 日  鞍居診療所 ５４-０００５
	近畿秋季（1,2部）軟式野球大会９:００～

6 月 	子育て相談１０:００～
	教育相談（カウンセリング）１１:００～１７:００

7 火 	上郡町ゲートボール協会創立３０周年記念ゲートボール競技大会９:００～
	すこやか子育て教室１０:００～

8 水 	デジタルカメラ教室９:３０～１１:３０
	子育てイベント（ヨガでリフレッシュ）10:00～12:00

9 木 	町ぐるみ健診8:30～
	教育相談（電話相談）９:００～17:００
	お弁当づくり教室９:３０～１２:３０
	心配ごと（なんでも）相談１３:3０～１５:００

10 金 	町ぐるみ健診8:30～
	栄養相談９:３０～１１:３０
	すこやか子育て教室１０:００～
	ヨガ教室Ｂルーシーダットン１９:３０～２０:３０

11 土 	町ぐるみ健診8:30～
	中学校近隣軟式野球大会９:００～
	みんなの歴史講座１０:００～１１:３０

12 日  大岩診療所 ５２-５０００
	町ぐるみ健診8:30～
	中学校近隣軟式野球大会、会長杯バレーボール大会９:００～

13 月 	子育て相談１０:００～
	教育相談（カウンセリング）１１:００～１７:００

14 火 	赤ちゃんサロン9:30～
	すこやか子育て教室１０:００～
	ヨガ教室Ａルーシーダットン１９:３０～２０:３０

15 水 	行政相談１０:００～１２:００
	4ヵ月児健診（Ｈ２３.１・２月生）10ヵ月児健診（Ｈ２２,7月生）１２:３０～
	心配ごと（なんでも）相談１３:3０～１５:００
	エイズ・肝炎相談＆若者の心と体の相談１３:３０～１５:００
	空手道昇級昇段審査１９:００～２０:００

16 木 	第14回マウンテンボール大会９:００～
	教育相談（電話相談）９:００～17:００
	ハーモニカ教室１０:００～１１:３０

17 金 	すこやか子育て教室１０:００～

18 土 	高齢者大学開講日１０:００～
	おはなし会１４:００～１４:３０

19 日  苔縄医院 ５２-５６１１
	第３回ソフトボール同好会大会、少女バレーボール新人戦９:００～

20 月 	子育て相談１０:００～
	教育相談（カウンセリング）１１:００～１７:００

小児救急電話相談＃8000
休日や夜間の急な子どもの病気にどう対処したらよいか医
師・看護師に電話で相談できます。
平日・土曜夜間18時～24時 、休日９時～24時
問 短縮番号＃8000

（ダイヤル回線、IP電話の方は078-731-8899）

障がい者福祉相談
〔訪問相談〕日時は、電話予約で調整
〔面接相談〕月～金曜日（予約制）9時30分～16時
問 上郡町障害者支援センター“愛あい” 57-2233

くらしの相談掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・くらしの相談掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

	 役場 52-1111（代表）
	 保健センター 52-2188
	 子育て学習センター 52-1067
	 生涯学習支援センター 52-1125
	 つばき会館 52-1125
	 スポーツセンター 52-4433
	 青少年育成センター 52-5500
	 赤穂健康福祉事務所 43-2983
	 社会福祉協議会 52-2910、

	 心配ごと（なんでも）相談 080-1936-1067
� （専用電話当日のみ可）

場所・お問い合わせ

日程、場所などが変更される場
合がありますので、参加される
場合はお問い合わせください。

516 620
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上郡の自然の中で
のびのびと大きくなってね

お父さん（眞嶋 正親さん）から一言

わんぱくわんぱく

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

おなまえ莉那ちゃん（７ヵ月）
り な

宇治山

５
月
に
な
り
、
暖
か
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な
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き
ま

し
た
。
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内
の
木
々
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緑
一
色
と
気
持

ち
の
良
い
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な
っ
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ま
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ね
。
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は
、「
山
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ハ
イ
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！
」「
外
で
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ベ
キ
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ー
！
」な
ど
自

然
を
体
全
体
で
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じ
た
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と
思
う
今

日
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の
ご
ろ
で
す
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と
い
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連
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デ
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ク
！
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の
休
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か
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お
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し
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な
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ま
し
た

か
？
町
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祭
や
大
鳥
圭
介
没
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1
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年
記

念
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演
会
＆
ア
ニ
メ「
け
い
す
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」

完
成
披
露
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、会
場
も
活
気
づ
い
て

い
ま
し
た
。
本
紙
で
も
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ま
ざ
ま
な

イ
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ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
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ひ
足
を
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ん
で
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て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
新
た
な
発
見

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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8,260人男性 8,817人女性

●世帯数 6,532世帯（+14）
●人口 17,077人（－27）

4月末現在 （　）内は前月比・4月届出分
人口のうごき

出生
死亡

5人
21人

転入
転出

53人
48人

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

初夏のおとずれを感じてみませんか？初夏のおとずれを感じてみませんか？
横山先生によるホタルに関する講座もあります!横山先生によるホタルに関する講座もあります!

日　　時 6月11日（土）
 集合時間17時30分
 出　　発18時30分

日　　時 6月11日（土）
 集合時間17時30分
 出　　発18時30分

募集期間 5月23日（月）～6月3日（金）募集期間 5月23日（月）～6月3日（金）
準 備 物 懐中電灯、歩きやすい服装、運動靴準 備 物 懐中電灯、歩きやすい服装、運動靴

参 加 料 一人300円（イベント保険など）
 ※ただし、小学生以下は無料
参 加 料 一人300円（イベント保険など）
 ※ただし、小学生以下は無料

コ ー ス
片道3ｋｍ（往復6ｋｍ）
旧船坂小学校➡栗原浄化センター➡
下栗原公民館➡落地梨ヶ原浄化センター➡
下栗原公民館➡栗原浄化センター➡
旧船坂小学校

コ ー ス
片道3ｋｍ（往復6ｋｍ）
旧船坂小学校➡栗原浄化センター➡
下栗原公民館➡落地梨ヶ原浄化センター➡
下栗原公民館➡栗原浄化センター➡
旧船坂小学校

ホタルウォークホタルウォークホタルウォーク
幻想的な光に誘われて…幻想的な光に誘われて…

　　上郡町観光協会（役場産業振興課内）　52-1116

1人転出取消

2011
May5No.498
2011
May5No.498

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

花
の
回
廊
を
歩
く

主な内容
P2

人とまちを幸せにする
地域公共交通を目指して
P4

P8
平成22年度単位自治会人権学習の報告

円心くんのまちの話題
（表紙関連記事：チューリップが鮮やかに咲き誇る）

オススメ!!
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